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大阪市に小まる30

東京府立第四ホ学校四年修了

第一高等学校卒業

ウィーソ大学哲学部第羌ゼメスター修了7

帝国学士院東而諸虻族濁杏室嘱託

業古並隣恊会西北研究所汰長

法政大学敏授

日木学術会議会n

束京大学東汗女化研究所敏授5

女学将士

束北大学支学部教技

定年退官
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発表年

1940

「第二回国際人類学・民族学大会傍聴

日記より」

(毛干評) Robert Bleichsteiner :" zuln

eurasiatischen Tierstil-verbindungen

Zwischen west und ost"

(書評) Joseph wiesner : F4h1ιπ説?1d

Reitιπ iπ Altι1ιf0つα 1ι"d i1παltι11

Oliιπt

著作・論文題目

著 作

1941

目

(書評)グレーブナー著(小林秀雄訳)

『民族学研究法』

「遊牧民族の起源」

(書評)フグネス・キース(野原達夫司◇

『ボルネオ』

(書評)パウル.=.ミノレ.ヴィクトル

(津田逸夫訳)『きたかぜ』

「邦領南樺太オロッコの氏族について」

(書評)ハイネーゲルデルソ(小堀甚二訳)

『東南アジアの民族と文化』

「東干に対tる若干の考察」

「クラウゼとその枇造論について」

(書評)岡田謙著『民族学』

「桑原考」

「世界史における発展段階」

『河童駒引考』

「ロシアに船ける昔話研究の歴史と課
題」

「民族学の発展のために」

rw ・シニミットの近業とウィーソ大

学の消息」

「太陽神話の系譜」

「歴史科学としての民俗学と民族学」

「天馬の道」

録

発行所・
掲載誌名

『民族学研究』

1943

『民族学研究』

巻号

『民族学研究』

1947

6巻2号

頁数

6巻3号

『民族学研究』

『科学ぺソ』

133~139

1948

6巻4号

Ⅱ3~Ⅱ5

『民族学研究』

『民族学研究』

『民族学年扱1

128~130

7巻1号

6巻5号

『民族学研究』

『回教圏』

『民族学研究』

『民族学研究』

『民族学研究』

『展望』

筑摩書房

『民族学研究』

『民族学研究』

『民族学研究』

『進路』

『人女』

『史学』

7巻2号

129~134

88 ~ 97

7巻2号

3巻

163 ~165

165~167

343~390

新1巻4号

7巻4号

新1巻Ⅱ号

12巻1号

12巻1,2号

Ⅱ月号

'ー、^

96

30

~ 36

i'、、ノ

i'、、"

86

58一叫、^

~ 26

28ーー、^

12.^

325

92 ~10612巻3号

12巻4号

12巻4号

3巻5号

3ぢ

23巻2号

釘
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2

(書評)岡田太郎『民族学輝刈

『一寸法師』

1949

「文化史的民族学成立の基本問題」

「交化の概念と人間の科学」

(書評)今西錦司『遊牧論そのほか』

1950

"The KapP2 Legend: A comparative

Ethn010gical study on the Japanese

Water-spirit Kappa and lts Habit of

Trying to Lure Horsesinto the water"

1953

『民族学研究』

弘文堂

(フテネ文庫)

『民族学の基本問題』

「月と不死」

"Japan"

『民族学研究』

『知性』

『民族学研究』

1954

13巻1号 86 'ー、^

Folhl0才ι ShιdiιS,

Museum of orien-

talEthn010gy, The v01.9

Catholic university

Of peking, peking

北隆館

『民族学研究』

1?1tι才παh'0%αI Di才ιC-

tory o/ Aπthr0つ0{
10giCα11?1Stih'h'0?1S,
Wenner-Gren Foun-

dation for Anthro-

P010gical Research,
Inc., New York

「欧米の人類学界をめぐって」

「文化とは何か」

「メキツコ人類学会の現状と諸問題」

「対馬豆酘村の信仰習俗」

13巻4号

2ヅ失7号

14巻2号

89

1955

37 ~ 48

64

225

"uber die Muttel'-sohn-Gottheiten"

2を1号

3巻

15巻1号

169

「古代メキシコの母子神ートゥモロ
コシ儀礼をヰ.心として」

『人類と文明の誕生』

「日木民俗学の将来』

「牛(文化史)」

『束洋文化』

『NHK教養大学』

『民族学研究』

『対馬の自然と

交化』古今書院

125~128

219

10

53

15-16号

6月号

18巻3号

Adesd記IVC0πg1セS
1πtι才παh'0παl dιS

SciιπCes Aπthl0つ0-
10glq託ιS ιi 三ihπ0-

10giq1ιes, vie?1πι,
1952,11 三thπ010-

glCα 1, vienne

『新響の研究』

吉川弘文館

三省堂

『日本民俗学』

『世界大百科事典、1

平凡社

120~134

17 26

54 65

407~423

63 ー'、、、ノ 65

訓雌 193~216
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「馬(文明と馬)」

「メキシコの古代交明」

『文化人類学ノート』

"The Mother-son complex

in Japanese Religion and Folklore"

1956

『桃太郎の母』

「採集経済の段階」

「人間性は上部構造か一古典の生命を

めぐって」

「唯物史観と文化人類学一とくに文
化の砥造と人間性の問題をめぐって」

「原始社会」

『世界大百科事典』

平凡社

『美術手帳』

河出書房

K召S 召記πιh'π,

Kokusai Bunka

Shinkokai

法政大学出版局

『日本考古学講座

(繩文文化)』

河出書房

『近代文学』

"The Moon and lmmortaⅡty"

"The Mother-son complex in East

Asiatic Religion and Folklord'

「人類の概念とヒユーマニズム」

3巻

101号

1957

192~194

3

NO.15

33

「氏族制度」

(共著)石川栄吉「文化人類学」

●'、^ 43

225

Ⅱ9

『東洋文化研究
所紀要』

『世界歴史事典

(改訂版)』平凡社

ノαつα" Q"αガι11y

刀iι Ivieπe?'

Schル1e dιr v01-

えιrえ那?1de, Nvien

『現代ヒュ【マニ 2巻
ズム講座』宝文館

『世界大百科事,U 13巻

平凡社

『人文科学の名著』
(毎日ライプラリー)

毎日新開社

『東洋文化研究所

紀要』

『民族学研究』

ノαつα冗 Qαα才tιrb,

●'、^

3

324

376~382

「世界史と文化人類学」

「文化人類学問答」

" The lsland of womed'

Ⅱ巻3号

(通巻
104号)

第9冊

3巻

1958

"Historical MateriaHsm and cuHural

Anu〕rop010gy-with spedalReference
to the structuTe of culture and Human

Nature"

(共港ヲ江上波夫,岡正雄,八幡一郎
『日本民族の起源』

1~3

231

388~399

V01.3

NO.3

71

341~344

4Ⅱ~419

31 i'、』.J 16

154~159

ノαつα冗 SCI'e"ce
Reτ11'ιW :ιite?,α一

tめ,ι,1つhilos0つhy
α?1d aist011

平凡社

第12冊

21巻3号

V01.4,
NO.4

298~319

1 ~ 26

137 .'^

454~460

NO.9

332

68



4

「アメリカ大陸の古代文明」

1959

「ペノレ【の士器」

(共著)寺田和夫,石川栄吉『人類学概説』

"A Bond between East and west: An

Anthrop010gist's view on Humanism"

「日本民族の形成」

『世界史大系
(文明の発生)』
誠文堂新光社

川せ界陶磁全集』 15巻
河出書房

日本評瓢拶T社

1πtιrπαh'0παI sy1π一
つOshι1π 0π Hist0才y
0/三αStιアπαπd
IVιSteアπ Cτιlt1ιrα1

CO?1tads, Japanese
Natlonal commlssion

Of unesco, Tokyo

『日本のあけぼのー
建国と紀元をめぐ
つて』光文社

『日本民俗学大系』 12巻
平凡社

『世界史大系(先史 1巻
時代)』
誠文堂新光社

『世界史大系(先史時
代)』誠文堂斬光社 1巻

『図説世界文化史 H巻
大系(フメリカ
大陸)』角川書店

『日本の民族・文化1

時潮社

『世界考古学大系
(フメリカ.オセ 15巻
アニア)』平凡社

『現代女化人類学 2巻
(人間の交化)』
中山書店

『朝日ジャーナル』

『日本社会民俗辞
典』誠文堂新光社

『歴奥評論』

『世界名画全集』
平凡社

『週刊朝日別冊』

『図説世界文化史
大系(東西文化の
交流)』角川書店

「女人島の話」

「総説」

「未開民族」

(共編)『アメリカ大陸』

2巻 364~397

「日本の人類学概観」

『交化人類学序説』

「メソアメリカの古代文明」

221~226

「女化とは何か」

322

245~247

1960

(書評)泉靖一「イソカ帝国」

「みんぞくがく(民族学)」

「世界史に船ける発展段階そのほか
ーソビエト版『世界史.』第1巻によせて」

「マヤ.メキツコとアソデスの絵画」

「スサノオノミコトの抵抗一日本神話
を推理する」

「馬と戦車」

76 '岡、』ノ 89

239~252

2 9

404~427

294

9 ""、、ノ 17

218

51

7月19日

4゛隼

2月

1巻

3月1日

26巻

.^

10

72

●,』^ 16

1404~1405
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「人間の呼ぶ声一原始芸術の底にある
もの」

(書評) Rushton coulborn :
The 0π'gi?1 0f ciuilized socl'eh'es

1961

(共著)泉靖一,寺田和夫等
『アソデス・束京大学アソデス地帯学
術調査団1958年報告書』

『文化人類学における比較一方法論的
覚え書』

「人類と文明について」

「愛と憎しみの文化一西洋文明論のた
めの覚え書」

「現地調査と交献調査」

「文化の隔酢と文化の偏重」

「永遠の日本人一日本民族文化の起源
論によせて」

「日本文化の起源一太平洋学術会議の
討論から」

"A culture of Love and Hatd'

『美術手帳(原始
芸術)』

『声』丸善

美術出版社

『東京大学教養学
部比較文化研究』

『国学院大学日本
交化研究所紀要』

『白由』

『民族学研究』

『民族学研究』

『中央公諭』

『朝日新開』

ノαつαπ Q記αrtι才ly

東京大学出版会

1962

10月増刊 117~123
180号

140~142フコラ'

(共著)泉靖一,曾野寿彦,寺田和夫
『人類学』

「形成期の農耕文化」

5

V01.11,

NO.3

12月号

「人類学上から見た人間の疎外」

" Nature of the problem of Japanese
Cultural origins"

1輯 9●'^

8輯 27 .'、■』

3巻19号 2 ~ 10

25巻3号 58 ~ 60

25巻3号 60 ~ 62

7月号 331~342

9月3~4日

1963

528

"unfinished but Enduring-Yanagita
Kunio/S Folklore S加dies"

(編薯ヲ『フメリカ』

1964

2 ~13

216

276~282

20

44

.^

「私の日木発見」

(編著)『メキシコ美術』

『古代史講座(原
始社会の解体)』
学生社

『論争』

ノαつαπιSι C1ιn1ιア'ι:
Its Dιかel0つ"1のが
4πd chαアαCteナis-

h'CS, chicago

ノαつαπ Q記4才tιガy

肝仕界美術全集』
角川書店

『自由』

『世界美術大系』
講談社

ノαつα% Qιιαプtιrly

『展望』

V01.8, 394~402

NO.4

" Japan Rediscovered"

「二つの世界観」

2巻

173

3月号

285~300

29

V01.10,
NO.1

24巻

35~42

6巻1号

別巻2

245
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6

1665

"Mothet-son Dei6es"

(書評)『日木国家の起源』(至交堂)

「二つの国際会議」

「第七回国際人類学・民族学会議帳告」

「日本的人問関係の構造」

『東西抄一日木・西洋・人問』

「日本文化の型』

1966

「女明の波動と境界についてーある考
え方のためのノート』

『新版・河童駒引考、1

「女化理論・文化の動態」

Nistory 0メ Rιli-
glo?1S, chicago

1、朝日ジ十ーナル』

1'交化』
東北大学文学会

『民族学研究』

『展望』

筑摩書房

『朝日新開』

「大学教育および研究機関における民
族学の発展」

『増訂・文化人類学序説』

「日木文化の体質」

(編著)『日本女化の源流』

『新版・桃太郎の母一ある交化史的研究』

(編著)『ツソ求ジウム・日本国家の起源,1

V01.4,

NO.1

1月10日

28巻4号

29巻4号

9月号

30 ゛ー、」』 52

『海外事情』
拓殖大学

東京大学出版会

『日本民族学の
回顧と展望』
Π木民族学協会

『日本民族学の
回舶と展望、1
日本民族学協会

時潮社

『東洋学術研究1
東洋哲学研究所

『現代のエスプ
り』至文堂

講談社

角川書店
(角川新書)

1967

6ι63 i'、^

124~131

1 ~ 20

『新版・女化人類学ノート、1

「日本女化論の理論的基礎ープロジェ
クド旧本民族性の比較文化二制内研究"
のために」

『マヤ文明一世界史に残る謎』

335~337

5141 ノ'、^

293

12月1~
12日

14巻1号

217

9 ノ、^ 13

64

302

66

362~369

5 巻3

21ぢ

ぺりかん社K復
興名著シリーズ)

『東北大学日本
交化研究所研究
報告』

中央公論社
(中公新書)

248

89 ~106

216

304

212

3集

246


